
 平成２６年３月２８日 

堺 市 

 

 

再度入札の実施について（お知らせ） 

 
 

 本市では、近年、予定価格を事後公表としている一般競争入札案件（以下「予定価格事後公表案件」

という。）において、入札の不調が増加傾向にあり、工事等の着手が遅延し、事業計画に影響を与え

ています。 

このことを踏まえ、予定価格事後公表案件（郵便入札を除く。）において、開札の結果、落札者と

なるべき者がない場合、下記のとおり、再度入札を実施しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 対象案件 

ア 総合評価落札方式を適用した建設工事（以下「建設工事」という。） 

予定価格の制限の範囲内の価格の入札がない場合 

イ 工事関連業務 

    予定価格の制限の範囲内の価格で最低制限価格以上の価格の入札がない場合 

 

２ 再度入札に参加できない者 

ア １回目の入札を辞退した者又は入札に参加しなかった者 

イ １回目の入札を無効とされた者 

 

３ 再度入札の方法 

（１）再度入札は、電子調達システムにより行います。再度入札となった場合は、再入札通知書を

１回目の入札における開札後に発行します。なお、再度入札における入札書提出期間及び開札

予定日時は、原則として次のとおりとします（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始の休日を除

く。）。 

ア 入札書提出期間 １回目の入札の開札日の翌日から起算して２日間 

イ 開札予定日時  入札書提出期間終了日の翌日 

（２）再度入札の際には、工事費内訳書及び積算内訳書の添付は不要とします。ただし、次の者に

ついては、再度入札の開札日以降で本市が指定する日までに提出を求めます。 

ア 建設工事   有効札のうち最低の価格をもって入札を行った者 

イ 工事関連業務 落札候補者 

（３）再度入札の回数は、１回とします。 

 

※詳細については、別紙「再度入札の方法について」を参照してください。 

 

４ 適用時期 

平成２６年４月１日以降に公告する案件から適用します。



具体例 

 

工事関連業務（最低制限価格案件） 

 

再度入札実施 
再度入札を実施しない 

（入札が成立しているため） 

再度入札を実施しない 

（無効札しかないため） 

 

   

   

   

         は、無効となるため、再度入札には参加できない。 

 

 

 

総合評価落札方式を適用した建設工事（調査基準価格案件） 

 

再度入札実施 
再度入札を実施しない 

（入札が成立しているため） 

再度入札を実施しない 

（入札が成立しているため） 

 

   

   

   

予定価格 

最低制限価格 

予定価格 

調査基準価格 
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再度入札の方法について 

 

１ 再入札通知書の確認 

 

（１）発注者から再入札通知書を送付した旨の電子メールが送信されますので、シス

テムで再入札通知書を確認します。 

   電子調達システムの調達案件検索画面を表示して、再入札通知書を確認する調

達案件の検索条件を指定します。 

発注者は市長事務部局発注の案件については「堺市長」を、上下水道局発注の案

件については「堺市上下水道事業管理者」を指定してください。 

『入札状況一覧』ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案件番号には、入札公告に記載の 

調達案件番号を入力してください。 

別 紙 

開札日を指定して検索する場合は、１回目の入札の開札日では表示されません。 

再度入札の開札日（１回目の入札の開札日の翌日から起算して３日後。ただし、

土曜日、日曜日、祝日及び年末年始の休日を除く。）を入力してください。 

（例）この場合、５月１３日と入力してください。 

平成２６年５月 ８日（木） １回目の入札 開札日 

９日（金） 
再度入札 入札書提出期間 

１２日（月） 

１３日（火） 再度入札 開札日 
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（２）指定した条件に該当する案件の入札状況一覧が表示されます。 

「受付票/通知書一覧」欄の『表示』ボタンをクリックします。 

 

（３）「通知書表示」欄の『表示』ボタンをクリックします。 
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（４）再入札通知書が表示されます。 

   再度入札における入札書提出期間及び開札予定日時は、原則として次のとおり

とします（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始の休日を除く。）。 

ア 入札書提出期間 １回目の入札の開札日の翌日から起算して２日間 

（ただし、システム利用時間に限ります。） 

イ 開札予定日時  入札書提出期間終了日の翌日 

 

（例） 

 

 

 

 

平成２６年５月 ８日（木） １回目の入札 開札日 

９日（金） 
再度入札 入札書提出期間 

１２日（月） 

１３日（火） 再度入札 開札日 

「入札最低金額」には、１回目の入札で予定価格を上回る入札価格のうち、一番低

い入札価格を表示しています。 

なお、「入札最低金額」を上回る価格で行った入札は、無効となります。 

 

（例）この場合、Ｃ社の 10,000,000円が「入札最低金額」となります。 

 Ａ社 15,000,000円 

Ｂ社 12,000,000円 

Ｃ社 10,000,000円 

  

  

 

予定価格 

最低制限価格 
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２ 入札書の提出 

 

（１）入札書提出期間内に「入札/再入札/見積」欄の『入札書提出』ボタンをクリッ

クします。 

   辞退する場合には「辞退届」欄の『提出』ボタンをクリックします。 
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（２）入札金額、電子くじ番号及びその他の必要な情報を入力後、『提出内容確認』 

ボタンをクリックします。 

 

※「入札最低金額」を上回る価格で行った入札は、無効となります。 

※工事費内訳書及び積算内訳書を添付する必要はありません。ただし、次の者につ

いては、再度入札の開札日以降で本市が指定する日までに提出を求めます。 

  ア 建設工事   有効札のうち最低の価格をもって入札を行った者 

  イ 工事関連業務 落札候補者 
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（３）提出内容を確認後、『再入札書提出』ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）再入札書を提出して良ければ、ダイアログの『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

※電子調達システムは時間によって管理されています。締切時間ぎりぎりに送信さ

れた場合、通信の状況等により通信中のものであっても時間になれば自動的に締

切られますので、余裕を持って提出してください。 


